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宇都宮市の
公共交通ネットワークとＬＲＴ

（ライト・レール・トランジット）

これからのまちづくりと
新しい交通システムが
めざすもの

　少子高齢化対策や中心市街地
活性化、産業振興、渋滞対策な
ど、戦後順調に発展して来た宇
都宮市には、現在さまざまな課題
があります。特に公共交通ネット
ワークの整備は、今後の当市に
とって、大きな意味を持つもので
す。そこで今回は、市が考える「こ
れからのうつのみや」について、
公共交通にスポットを当ててご紹
介します。

　

宇
都
宮
市
が
め
ざ
し
て
い
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」。
市
内
の
各
エ
リ
ア

内
で
地
域
内
交
通
の
導
入
を
促
進
し
、
日
常

生
活
の
「
足
」
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
各
エ
リ
ア
間
を
結
ぶ
公
共
交
通
網

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
都

市
の
機
能
を
高
め
、
誰
も
が
目
的
に
応
じ
て
快

適
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
は
こ
れ
ま
で
、
戦
後
順
調
に
人
口

が
増
え
、
豊
か
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
今
後
、
日
本
全
体
で
は
「
人
口

減
少
・
高
齢
社
会
の
進
行
」「
地
球
規
模
で
の

環
境
問
題
」「
国
内
経
済
発
展
の
鈍
化
」
な
ど

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
宇
都
宮
市
に

お
い
て
も
「
人
口
減
少
（
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
を
ピ
ー
ク
に
減
り
始
め
る
と
予
測
）」「
全

国
有
数
の
ク
ル
マ
社
会
（
環
境
問
題
、
交
通
問

題
な
ど
）」「
ま
ち
の
活
力
の
低
下
（
中
心
市

街
地
通
行
量
が
10
年
前
に
比
べ
て
半
減
）」
な

ど
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
解

消
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
商
工
会

議
所
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
節
電
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
を

図
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
誌
で
も
た
び
た

び
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
で
は
、
今
後
こ
れ
ら
の
課
題
に

ど
う
対
応
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

宇
都
宮
市
総
合
政
策
部
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整

備
推
進
室
の
本
橋
道
正
室
長
は
、　

「
宇
都
宮
市
で
は
、
こ
れ
か
ら

私
た
ち
が
め
ざ
す
テ
ー
マ
と
し
て
、

の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
方
は
、
こ
れ
ら
を
実
現
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
ま
ち
の
機
能
や
人
口
が

拠
点
に
集
積
し
、
拠
点
が
連
携
す
る
、
ま
ち
の

形
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
策
定
さ
れ
た
「
宇
都
宮
都
市
交

通
戦
略
」
で
は
「
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
ど
こ

へ
で
も
」
移
動
可
能
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

実
現
し
、
自
動
車
交
通
と
公
共
交
通
の
共
存
す

る
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
は
、
図
１
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
ご
と
の
公
共
交
通
を
、

大
き
な
公
共
交
通
網
が
結
ん
で
い
く
イ
メ
ー
ジ

が
、
お
わ
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
橋
室
長
は
、
現
在
の
課
題
に
つい
て
「
公
共

交
通
空
白
地
域
の
解
消
や
、
バ
ス
運
行
サ
ー
ビ
ス

の
さ
ら
な
る
充
実
、
そ
れ
か
ら
私
ど
も
で
は
『
魚

の
骨
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す
が
、

現
在
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
役
割
に
応
じ

て
再
構
築
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
交
通
機
関
を
、

そ
の
役
割
に
応
じ
て
効
率
よ
く
連
携
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。
そ
し
て
、
宇
都
宮
市
に
つい
て
は
、

な
ど
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
内
循
環
バ
ス
の
強
化

や
、
バ
ス
路
線
新
設
の
た
め
の
試
験
運
行
、
バ
ス
利

用
環
境
の
整
備
を
行
って
い
ま
す
」（
本
橋
室
長
）

　

こ
う
し
た
市
の
施
策
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、

中
心
市
街
地
な
ど
、
宇
都
宮
市
全
体
の
〈
都
市

拠
点
〉
と
、
周
辺
地
域
の
核
と
な
る
施
設
の
あ
る

〈
地
域
拠
点
〉、
そ
し
て
地
域
に
住
む
人
の
〈
生

活
圏
〉
と
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ

機
能
を
補
い
合
い
な
が
ら
、
よ
り
便
利
で
住
み
や

す
く
、
経
済
発
展
に
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
都
市
像

で
す
（
図
２
）。

　
「
さ
ら
に
、
東
西
を
結
ぶ
基
幹
交
通
の
必
要
性

も
、こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
私
ど
も
が
東
西
基
幹
公

共
交
通
と
し
て
導
入
を
考
え
て
い
る
の
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

（
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
で
す
」（
本

橋
室
長
）   

宇都宮市の
LRT導入イメージ
（二荒山神社前）
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ま
ち
の
機
能
と
役
割
を
集
積
、連
携

「
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
ど
こ
へ
で
も
」

◎
身
近
な
地
域
で
支
え
合
う
ま
ち

◎
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

◎
元
気
で
成
長
す
る
ま
ち

◎
バ
ス
の
充
実

◎
自
転
車
の
活
用

◎
地
域
内
交
通
の
導
入

これからのまちづくりと、新しい交通システムがめざすもの
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で
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
本
橋
室
長
に
う
か
が
い
ま

し
た
。

　
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）

は
『
新
交
通
シ
ス
テ
ム
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
の 

一 

つ
で
す
。

　

従
来
型
の
鉄
道
と
バ
ス
と
の
中
間
の
輸
送
力
を

持
つ
、
線
路
な
ど
の
軌
道
を
走
行
す
る
タ
イ
プ
の

公
共
交
通
機
関
を
総
称
し
て
『
新
交
通
シ
ス
テ

ム
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。具
体
的
に
は
Ａ
Ｇ
Ｔ（
オ
ー

ト
メ
イ
テ
ッ
ド・ガ
イ
ド
ウ
エ
イ・ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
）
や
モ
ノ
レ
ー
ル
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速

輸
送
シ
ス
テ
ム
）、
そ
れ
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
が

あ
り
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
、
そ

の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
形
態
の
新
交
通

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
実
例
と
し
て
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
が
有
名
で

す
。

　

人
口
約
25
万
人
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
で

は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
平
成
6
（
１
９
９
４
）
年

に
導
入
し
、
市
民
生
活
の
足
と
な
っ
て
い

ま
す
。
当
初
は
「
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
買
い

物
客
が
減
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
の
商
店
か

ら
の
反
対
も
あ
り
ま
し
た
が
、
導
入
後
は

中
心
市
街
地
へ
の
買
い
物
客
が
約
３
割
増

加
す
る
結
果
と
な
って
い
ま
す（
写
真
１
）。

他
に
、
宇
都
宮
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ

ラ
ン
ス・
オ
ル
レ
ア
ン
市
（
人
口
約
12
万
人
）

で
も
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）年
に
導
入

さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
や
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ
ー
ル
な
ど
、
交
通
結
節
機
能
を
合
わ

せ
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
便
性
の

向
上
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
で
も
富
山
市
の
Ｌ
Ｒ

Ｔ
「
富
山
ラ
イ
ト
レ—

ル
」
が
平
成
18

（
２
０
０
６
）
年
か
ら
運
行
を
開
始
し
て

い
ま
す
（
写
真
２
）。

　

新
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
東
京
都

の
モ
ノ
レ
ー
ル
「
ゆ
り
か
も
め
」
や
「
千

葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
」、
広
島
市
の
Ａ
Ｇ
Ｔ

「
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
」
な
ど
、
約
20
の

導
入
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
宇
都
宮
市
で
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は

ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
検
討
に
つい
て
は
、
宇
都
宮
市
街
地

開
発
組
合
が
平
成
５
年
度
に
設
置
し
た
『
新
交

通
シ
ス
テ
ム
研
究
会
』
で
の
検
討
が
は
じ
ま
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
県
や
市
に
よ
り
平
成

11
年
度
か
ら
12
年
度
に
新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
基
本
方
針
を
策
定
、
平
成
13
年
度
か
ら

14
年
度
に
か
け
て
有
識
者
な
ど
を
交
え
て
設
置

し
た
新
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
基
本
計
画
策
定
調

査
委
員
会
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
を

検
討
し
た
結
果
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
シ

ス
テ
ム
と
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

整
備
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
や
平
成
22
年

か
ら
開
始
し
た
市
民
説
明
を
経
て
、
昨
年
12
月

に
は
担
当
組
織
と
し
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
推
進
室
を

設
置
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
事
業
化
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
」（
本
橋
室
長
）

　
「
宇
都
宮
市
は
ク
ルマ
社
会
で
す
ね
。
ほ
と
ん
ど

の
移
動
は
自
家
用
車
に
頼
っ
て
い
る
方
が
、
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
交
通
渋
滞
の
発

生
や
、
都
市
環
境
悪
化
な
ど
を
招
く
一 

因
と
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
も
持
続
可
能

な
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現
在

の
状
況
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
個
々

人
の
努
力
だ
け
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
大
き
な

政
策
と
し
て
『
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
構

築
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
東
西
を
結

ぶ
新
し
い
公
共
交
通
機
関
を
導
入
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
公
共
交
通
を
効
率
よ
く
つ
な
ぐ
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
う
も
の

が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
す
」（
本
橋
室
長
）

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
軌
道
を
走
る
ス
タ
イ
ル
の
移
動
機

関
で
す
。
路
面
電
車
の
発
展
型
で
あ
り
、「
次

世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
」
と
も
呼
ば
れ
、

低
床
式
車
両
を
活
用
し
た
り
、
軌
道
や
停
留
所

を
よ
り
使
い
や
す
い
よ
う
に
改
良
し
た
り
す
る
こ

と
で
、

な
ど
、
従
来
の
路
面
電
車
よ
り
も
優
れ
た
特
徴

を
持
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
乗
客
の
快
適
性
や

輸
送
力
な
ど
で
、大
き
く
優
位
に
立
って
い
ま
す
。

　
「
さ
ら
に
、
鉄
道
へ
の
乗
り
入
れ
も
可
能
で
す

の
で
、
既
存
の
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
が
図

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
と
環
境
に
優
し
い

乗
り
物
と
言
って
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
と
合
わ
せ
て
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド

（
郊
外
か
ら
ク
ル
マ
で
来
た
人
が
駐
車
し
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
に
乗
り
換
え
る
）
な
ど
も
設
備
し
て
い
け
ば
、

ト
ー
タ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
き
ま
す
」

（
本
橋
室
長
）

　

市
で
想
定
し
て
い
る
ル
ー
ト
は
、
図
３
の
と
お

り
で
す
。
桜
通
り
十
文
字
か
ら
中
心
市
街
地
を

通
り
、
清
原
工
業
団
地
・
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

セ
ン
タ
ー
地
区
な
ど
を
結
ぶ
、
全
長
約
15
キ
ロ
の

ル
ー
ト
と
な
って
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
つ
い
て
は
「
公
設
型
上
下
分

離
方
式
」
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
や
軌
道

な
ど
を
公
共
が
整
備
し
、
民
間
が
効
率
的
に
運

営
す
る
方
法
で
す
。
以
前
は
、
こ
う
し
た
「
上

下
分
離
方
式
」
は
法
的
な
制
度
と
し
て
確
立
し

て
お
ら
ず
、
整
備
も
運
営
も
ま
と
め
て
行
な
う

方
式
し
か
選
択
肢
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
宇

都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
は
、
こ
の
方
式
の
採
用
で
は
、

運
営
が
黒
字
転
換
す
る
ま
で
40
年
以
上
か
か
る

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
平
成
19
年
に
新
た
な
法
律
の
施
行
に

よ
り
「
公
設
型
上
下
分
離
方
式
」
が
可
能
と
な

り
、
安
定
し
た
運
営
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
新
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
基
本

計
画
策
定
調
査
委
員
会
が
検
討
し
た
結
果
、
平

成
21
年
３
月
に
「
収
入
が
支
出
を
上
回
り
、
安

定
的
な
経
営
が
可
能
」
と
い
う
検
討
結
果
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
検
討
し
て
い
る
L
R
T
の
特
徴
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
ま
た
、
次
ペ
ー
ジ
で
よ
り
詳
し
い

内
容
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
ま
と
め
ま
し
た
。

新交通システム　 
「ＬＲＴ」 

の概要　 

L i g h t  R a i l  T r a n s i t新交通システム 「ＬＲＴ」 の概要　 

〈写真1〉
ストラスブール市
（フランス）

のＬＲＴ

〈写真2〉
富山市のＬＲＴ
「富山ライト

㆑̶ル」

◎
乗
降
が
容
易

◎
安
全
性
が
向
上

◎
定
時
性
を
確
保

各
地
で
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
む

　
Ｌ

ＲＴとまちづ
くり

特  集

ＬＲＴの特徴

一度に多くの人を運ぶことができる輸送効率の
高い乗り物です。混雑時の高頻度な運行や軌
道系公共交通の特性を生かした既存鉄道への
乗り入れも可能です。また、電気モーターで駆
動するので、二酸化炭素（ｃｏ2）などを車両か
ら排出しません。

輸送力に優れ、
既存鉄道への乗り入れも可能

　専用レールを走行するため、時間に正確です。
また、バス停留所などと連携することで、乗り継
ぎが便利になり、時間通りに移動することができ
ます。

軌道（専用のレール）を
走行するので時間に正確

　低床フロアにより停留所と車両が段差なく、
高齢者や車いすの方もスムーズに乗り降りする
ことができます。また、振動・騒音が少なく、乗
り心地に優れています。

スムーズな乗降が可能3

1

2

3

新交通システム　 「ＬＲＴ」 

の概要　 

宇
都
宮
市
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
を
検
討

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
メ
リ
ッ
ト
と
は



L i g h t  R a i l  T r a n s i tここが疑問！ 新交通ネットワークとＬＲＴ

L i g h t  R a i l  T r a n s i t

まちづくりと公共交通

公設型上下分離方式のイメージと収支構造イメージ

図4

図5

鉄道やバス、タクシーなどの他の公共交通に乗り換えるための交通結節点のこと
トランジットセンター

鉄  

道鉄  

道

T T

T

T T

地域特性を
活かしたまちづくり

地域特性を
活かしたまちづくり市街地活性化 産業支援

広域公共交通との連携

渋滞緩和

ＬＲＴ

施設
使用料等

人件費・
運航経費等

支 出

運賃収入等

収 入　
※新交通システム検討委員会報告（平成21年3月）時点

整備主体に
支払う費用

施設使用料
施設・車両の
貸付

円滑で確実な事業の運営
営業主体

施設の整備・保有、車両の購入
整備主体（公共）

上

下

平成５年度
新交通システム研究会

（事務局：宇都宮市街地開発組合）の設置

平成７年度
「宇都宮都市圏都市交通マスタープラン」
において、東西交通軸の強化を図るため、
新たな公共交通システムの必要性を提案

平成９年度
新交通システム検討委員会

（県、市、市街地開発組合、交通事業者等）の設置

平成１１～１２年度
新交通システム導入基本方針の策定

平成１３～１４年度
「導入基本計画策定調査」を実施

平成１６年度
課題解決のための方策検討
新交通システム導入に対する
広報啓発の推進、気運の醸成

　関係地域住民との懇談会、企業への説明会、
出前講座、シンポジウム等、実施

平成１７～１８年度
「新交通システム導入
課題検討委員会」を設置
（宇都宮市・栃木県）

平成１９～２０年度
「宇都宮市都市・地域交通戦略

策定協議会」の設置
将来交通ネットワーク構築に向けた検討を実施
　あわせて「新交通システム検討委員会」を設置し、

ＬＲＴの成立性・実現性の検討を実施

平成２２年度
「うつのみやが目指すまちづくりと

公共交通ネットワーク」
パンフレットの配布（２月）

平成２３年度
オープンハウスの実施

（平成２３年８月２２日～１０月２６日）
※地区市民センター等　２１会場　延べ６９日間　

来場者数４、４６３人

平成２４年度
「公共交通ネットワークの
構築と東西基幹公共交通」の
パンフレットの配布（６月９日）

オープンハウス、市民フォーラムを実施
（平成２４年６月１１日～８月２５日）

※地区市民センター等　１４会場　延べ４９日間　
来場者数３、９７２人

（平成25年２月１日現在）

宇都宮市の
新交通システム導入に
向けた取り組み

LRTの
疑問を解消！

　
Ｌ

ＲＴとまちづ
くり

特  集
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公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
増
え
れ

ば
、
自
家
用
車
中
心
の
現
在
と
比
べ

て
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
は
は
る
か
に
小
さ

く
な
り
ま
す
。
ま
た
道
路
渋
滞
が
軽
減
さ

れ
ま
す
か
ら
、
自
家
用
車
を
使
う
場
合
で

も
、
余
裕
を
も
っ
た
運
転
が
可
能
で
す
し
、

予
定
時
間
通
り
に
移
動
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
事
業
者
に
と
って
も
、大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
待
た
ず
に
電
車
や
バ
ス
に
乗
れ
ま

す
か
ら
、
時
刻
表
を
気
に
せ
ず
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

乗
り
継
ぎ
も
便
利
に
な
り
ま
す
。
共
通

で
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
も
検
討
し
て
い

ま
す
か
ら
、
こ
れ
が
実
現
さ
れ
れ
ば
さ
ま
ざ

ま
な
公
共
交
通
を
カ
ー
ド
１
枚
で
乗
り
継

ぎ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
仕
事
の
や
り

方
や
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
に
も
、
プ
ラ
ス
の
変

化
が
期
待
で
き
、
ク
ル
マ
に
過
度
に
依
存
し
た
社

会
か
ら
の
転
換
が
図
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
軸
で
あ
る

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
沿
線
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や

工
業
団
地
な
ど
の
産
業
支
援
、
地
域
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
も
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。（
図
４
）

整
備
費
用
の
総
額
は
、
約
３
８
３
億
円
と

試
算
し
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
そ
の
も
の
の

整
備
に
約
３
５
５
億
円
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
他
の
公
共
交

通
機
関
の
結
節
に
必
要
な
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
、
約
28
億
円
を
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
が
全
額
、
宇
都
宮
市
の
負
担
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。国
の
補
助
制
度
に
よ
り
、

整
備
費
の
約
２
分
の
１
が
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
る

見
込
み
で
す
。
で
す
か
ら
、
地
方
の
負
担
額
は
約

１
９
０
億
円
と
な
り
、
道
路
や
公
園
、
文
化
施
設

な
ど
と
同
様
に
、
公
共
施
設
を
整
備
す
る
費
用
の

中
で
十
分
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

参
考
に
、県
が
整
備
し
た
宇
都
宮
北
道
路
（
約

５
キ
ロ
）
の
整
備
費
は
、
約
４
４
０
億
円
で
し
た
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
費
は
約
３
８
３
億
円
（
約
15
キ
ロ
）

で
あ
り
、
市
の
財
政
力
の
範
囲
で
十
分
に
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
の
計
画
ル
ー
ト
で
あ
る
桜
通
り
十
文

字
付
近
か
ら
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン

タ
ー
地
区
ま
で
の
約
15
キ
ロ
に
つい
て
は
、
本
市
に

お
け
る
拠
点
間
の
連
携
、
鉄
道
や
バ
ス
と
いっ
た

他
の
交
通
機
関
と
の
連
携
な
ど
の
観
点
か
ら
設
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
本

市
だ
け
で
な
く
栃
木
県
に
お
け
る
東
西
の
公
共

交
通
軸
の
一
部
を
担
う
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
は
、
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

現
時
点
で
は
「
公
設
型
上
下
分
離
方
式
」

が
い
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
整

備
を
行
政
が
行
い
、
運
営
は
民
間
に
任
せ
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、運
営
す
る
民
間
に
と
って
は
、

整
備
に
か
か
る
費
用
負
担
が
減
少
し
ま
す
か
ら
、

円
滑
で
確
実
な
事
業
運
営
が
で
き
る
と
い
う
点
で

し
ょ
う
。
主
な
収
入
は
運
賃
で
、
主
な
支
出
は

人
件
費
・
運
行
経
費
・
施
設
使
用
料
な
ど
で
す

か
ら
、
安
定
し
た
経
営
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。（
図
５
）

　

需
要
予
測
は
、
平
成
32
年
の
宇
都
宮
市

（
合
併
前
）
の
人
口
を
45
万
人
と
推
計

し
、
沿
線
住
民
や
従
業
者
に
対
す
る
交
通
機
関

利
用
者
意
識
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
結
果
に
基
づ

い
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
検
討
し
て
い
る
ル
ー
ト
の
周
辺
に
は
、
多

く
の
住
民
が
居
住
し
て
い
る
と
共
に
、
公
共
交
通

機
関
の
拠
点
と
な
る
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
や
東
武
宇

都
宮
駅
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
文
教
施
設
や
公
共

公
益
施
設
、
大
型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
工
業

団
地
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
他

の
公
共
交
通
機
関
と
連
携
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
の
整
備
や
、
路
線
バ
ス
の
充
実
な
ど
、
利

便
性
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
大
勢
の
利
用
者
が
見
込
め
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
議
所
か
ら
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東

口
地
区
整
備
の
要
望
書
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
公
共
交
通
の
再
構
築
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ

ま
な
民
間
の
動
き
も
、
今
後
活
発
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
積
極
的
に
活
用
す
る
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
て
く
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
際
に
は
自

動
車
の
車
線
を
規
制
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
事
前
に

市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、
混

雑
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
周
辺
道
路
へ
の
影
響
も
十

分
に
検
討
し
、
路
線
バ
ス
の
充
実

な
ど
を
合
わ
せ
て
実
施
す
る
な
ど
、

円
滑
な
自
動
車
交
通
を
維
持
す
る

た
め
の
適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

　

し
か
し
、も
っ
と
も
大
切
な
の
は
、

公
共
交
通
指
向
型
社
会
へ
の
転
換

で
す
。
皆
様
が
マ
イ
カ
ー
と
公
共

交
通
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
利
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
道
路
の
混
雑
を
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問合せ／ 宇都宮市総合政策部ＬＲＴ整備推進室　☎６３２-２３０１
　　　　 http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/kotsu/shinkotsu/

ここが疑問！　
公共交通ネットワーク
とＬＲＴ

　ここまで、宇都宮市の構想の概要について説明してきましたが、いろいろ
な疑問があるのではないでしょうか。代表的な疑問について、ＬＲＴ整備推
進室の本橋室長にＱ＆Ａ形式でお答えいただきました。

清原工業
団地の

イメージ

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か

る
の
で
す
か
？

Ｑ
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
ル
ー
ト
案
は
ど
の
よ
う
に
決

め
ら
れ
た
の
で
す
か
？

Ｑ

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
誰
が
整
備・運
営
す
る
の
で

す
か
？

Ｑ
１
日
の
利
用
客
が
約
４
万
５
千
人
で
す

が
、こ
れ
は
可
能
な
数
字
な
の
で
す
か
？

Ｑ

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
よ
り
、
例
え
ば
現

在
の
大
通
り
な
ど
、
道
路
混
雑
が

増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ

新
し
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
で

し
ょ
う
か
。

Ｑ

AA A

AA

A
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当
所
青
年
部
は
、
地
域
の
繁
栄

に
貢
献
し
、
自
企
業
の
発
展
に
繋

げ
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
宇
都
宮
の

未
来
像
を
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
１
月
23
日

（
水
）に
、
当
所
青
年
部
の
Ｏ
Ｂ
で

も
あ
る
佐
藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
を

　

テ
レ
ビ
東
京
の
人
気
経
済
番
組

「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿（
毎
週
木
曜
日

午
後
10
時
〜
10
時
54
分
）」の
収
録

模
様
を
１
月
19
日（
土
）、
会
員
14

人
が
参
加
し
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
」は
、
日
本
の

経
済
を
支
え
る
経
営
者
や
現
代
の

業
界
で
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
偉
人

や
政
財
界
人
を
毎
回
ス
タ
ジ
オ
に
招

き
、
ホ
ス
ト
を
務
め
る
作
家
の
村

上
龍
氏
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
女
優
・

タ
レ
ン
ト
の
小
池
栄
子
氏
と
の
対
談

を
繰
り
広
げ
る
番
組
で
す
。

　

当
日
ゲ
ス
ト
に
招
か
れ
た
の
は
、

香
川
県
に
本
社
を
置
く
㈱
大
和
製

お
招
き
し
て
、「
佐
藤
市
長
が
描
く

宇
都
宮
の
未
来
」を
テ
ー
マ
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
宇
都
宮
の
ま
ち
づ
く
り

を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
Ｌ

Ｒ
Ｔ
で
す
。
新
聞
等
で
見
聞
き
す

る
機
会
も
増
え
た
の
で
、
ご
存
知

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
佐
藤

市
長
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
ど
の
よ
う

な
考
え
で
宇
都
宮
に
設
置
し
、

今
後
の
宇
都
宮
は
ど
う
の
よ

う
に
変
化
す
る
か
を
、
映
像

を
交
え
て
詳
し
く
説
明
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
講

演
か
ら
、
私
た
ち
メ
ン
バ
ー

が
宇
都
宮
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
貢
献
し
て
い
く
の
か
を
、

よ
り
具
体
的
に
描
く
事
が
で

き
ま
し
た
。

（
総
務
広
報
委
員
長　
　
　

齋
藤
健
吾
）

作
所
の
藤
井
薫
社
長
で
し
た
。

　

同
社
は
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
製
麺

機
を
造
る
機
械
メ
ー
カ
ー
で
、
小

型
製
麺
機
で
は
40
％
の
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
長
い
30
年
の

下
積
み
か
ら
業
界
の
ト
ッ
プ
に
成

長
し
た
藤
井
社
長
は
、
麺
学
校
長

と
し
て
人
気
店
に
な
る
た
め
の
指

南
も
行
っ
て
お
り
、
麺
へ
の
情
熱
は

自
信
に
満
ち「
男
の
魂
」を
感
じ
る

ほ
ど
で
し
た
。

　

テ
レ
ビ
東
京
の
視
察
後
は
、
商

業
施
設
が
充
実
し
て
い
る
羽
田
空

港
に
向
か
い
ま
し
た
。
江
戸
の
街

並
み
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
エ
リ
ア
や

世
界
が
注
目
す
る
日
本
発

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
、
観
光
の
た
め
に

訪
れ
て
も
十
分
楽
し
め
る

空
間
で
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、

先
端
の
情
報
を
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
大
変
勉
強
に

な
っ
た
の
と
同
時
に
、
会

員
相
互
の
親
睦
も
図
る
こ

と
が
で
き
大
変
有
意
義
な

視
察
と
な
り
ま
し
た
。

（
理
事　

塚
田
和
子
）

１
月
新
春
例
会
を
開
催

産
業
視
察
で「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
」を
見
学

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

カンブリア宮殿収録スタジオで、村上龍氏と
小池栄子氏を囲んで記念撮影

例会で講演する佐藤宇都宮市長

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営

に
関
す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、

商
工
会
議
所
事
業
の
ご
案
内
な
ど

で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

平
成
24
年
度
第
４
回
常
議
員
会

平
成
24
年
度
第
４
回
常
議
員
会
を
開
催

　

平
成
24
年
度
第
４
回
常
議
員
会

が
２
月
27
日（
水
）、
市
内
ホ
テ
ル

に
お
い
て
役
員
28
人
が
出
席
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
議
員
会
で
は「
創
立
１
２
０
周

年
記
念
事
業
の
実
施
」「
会
員
及
び

特
別
会
員
の
加
入
承
認
」の
２
議
案

に
つ
い
て
、
満
場
一
致
で
承
認
・
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
宇
都
宮
市
へ
の
平
成

25
年
度
予
算
化
及
び
措
置
要
望
に

対
す
る
回
答
」に
つ
い
て
の
報
告
を

行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

　

常
議
員
会
終
了
後
、
佐
藤
栄
一
・

宇
都
宮
市
長
を
招
い
て
、「
Ｌ
Ｒ
Ｔ

を
中
心
と
し
た
公
共
交
通
網
の
整

備
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
の
中
心
商
業
地
に
新
規
出
店
す
る
と
、

補
助
が
受
け
ら
れ
る
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金

　

中
心
商
業
地
新
規

出
店
促
進
事
業
に
よ

る
補
助
金
制
度
を
ご

存
知
で
す
か
？ 

こ
の

制
度
は
、
宇
都
宮
市

の
中
心
商
業
地
に
あ

る
、
条
件
を
満
た
し

た
賃
貸
物
件
お
よ
び

大
谷
石
蔵
に
新
規
出

店
し
、
補
助
金
受
給

資
格
認
定
を
受
け
る

こ
と
で
、
内
装
改
装

費
や
家
賃
な
ど
一
部

費
用
に
対
し
て
補
助

が
受
け
ら
れ
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら

制
度
内
容
が
変
更
に

な
る
予
定
で
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

http
://w

w
w

.u-cci.
o

r.jp
/fin

a
n

c
e

/
sinkisyutten.htm

l

宇
都
宮
市
商
工
振
興
課

☎
6
3
2-

2
4
3
4

問合せ
地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

百目鬼通り

（平成25年3月現在）

常議員会終了後に行われた、佐藤宇都宮市長の講演会
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平
成
25
年
度
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望

宇
都
宮
市
へ
の
要
望
に
対
す
る
回
答
書

　

当
所
で
は
、
昨
年
11
月
に
宇
都

宮
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
長
あ
て

に
、
７
項
目
に
わ
た
る「
平
成
25
年

度
予
算
化
及
び
措
置
要
望
」を
提
出

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
年
２
月
19
日

（
火
）に
宇
都
宮
市
か
ら
回
答
が
あ

り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

1 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
青
年
部

「
全
国
大
会
」事
業
へ
の
支
援
に

つ
い
て

【
回
答
】

　

商
工
会
議
所
青
年
部
に
お
き
ま

し
て
は
、
商
工
会
議
所
活
動
の
一
翼

を
担
い
、
地
域
経
済
の
振
興
発
展

に
資
す
る
事
業
を
幅
広
く
展
開
し
、

本
市
が
推
進
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
25
年
度

に
行
わ
れ
る
青
年
部
全
国
大
会
は
、

５
千
人
規
模
の
来
街
者
が
見
込
ま

れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
経
済
効

果
は
も
と
よ
り
、
本
市
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で

あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し

て
も
補
助
金
の
交
付
等
に
よ
り
、

地
区
の
整
備
方
針
を
策
定
し
民
間

事
業
者
の
募
集
を
行
う
な
ど
、
事

業
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

3 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
創
立

１
２
０
周
年
事
業
へ
の
支
援
に

つ
い
て

【
回
答
】

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
に
お
き
ま

し
て
は
、
長
年
に
渡
り
、
商
工
業

の
育
成
・
支
援
の
ほ
か
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
た
様
々
な
活
動
を

と
お
し
て
、
地
域
社
会
の
発
展
と

本
市
商
工
業
の
振
興
に
、
大
き
く

貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
創
立

１
２
０
周
年
事
業
の
中
で
も
、
特

に
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創
出

と
新
た
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
繋
が
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
商
業
の
発
展
に
重
要
で
あ
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
事
業
の
具
体
化

に
伴
い
、
可
能
な
限
り
支
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
市
経
済
の
牽
引

役
で
あ
る
商
工
会
議
所
と
市
が
一
体

と
な
り
、
様
々
な
事
業
を
展
開
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

　

今
回
の
金
融
円
滑
化
法
終
了
へ
の

対
応
と
し
ま
し
て
は
、
企
業
の
資

金
繰
り
を
円
滑
に
し
、
企
業
活
動

の
改
善
と
安
定
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
複
数
債
務
の
一
本
化
に
よ

り
、
月
々
の
借
入
金
返
済
の
負
担

軽
減
を
図
る「
借
換
資
金
」の
創
設

を
、
４
月
か
ら
の
導
入
に
向
け
、

調
整
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
再
生
支
援
協
議
会
へ
の
支

援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
う
つ
の

み
や
２
月
号
に
Ｐ
Ｒ
記
事
を
掲
載
し
、

周
知
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
中
小
企
業
を
取
り

巻
く
経
済
環
境
の
変
化
を
見
極
め
、

支
援
機
関
と
の
連
携
や
適
切
な
役

割
分
担
を
行
い
な
が
ら
、
中
小
企

業
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

7 

放
射
性
物
質
に
よ
る
風
評
被
害

の
防
止
に
つ
い
て

【
回
答
】

　

放
射
性
物
質
に
関
す
る
調
査
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
域
の
空

間
放
射
線
量
の
ほ
か
、
水
道
水
及

び
浄
水
発
生
土
、
下
水
汚
泥
、
公

共
用
水
域
、
地
下
水
な
ど
の
放
射

性
物
質
濃
度
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
き
ま
し
て
一
元
的
に
公
表
し
、
市

民
に
対
し
て
正
確
な
情
報
提
供
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
の
安
全
に
つ
き
ま
し

な
が
ら
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

5 

中
小
企
業
の
後
継
者
、
地
域
産

業
を
担
う
人
材
の
育
成
に
つ
い
て 

【
回
答
】

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
・

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
労
働
人
口

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
本
市

産
業
振
興
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、

産
業
を
牽
引
し
、
支
え
る
人
材
の

確
保
・
育
成
を
図
る
た
め
の
施
策

を
展
開
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
３
月
に
策
定

し
ま
し
た「
う
つ
の
み
や
産
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
」（
計
画
期
間
：
10
年
間
）

に
お
き
ま
し
て
、
産
業
間
の
連
動
・

連
携
に
よ
り
取
り
組
む
こ
と
が
効

果
的
な
、
横
断
的
に
実
施
す
る「
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
つ
と
し
て
、

大
会
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2 

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
へ
の
多

目
的
ア
リ
ー
ナ
整
備
に
つ
い
て

【
回
答
】

　

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
が
北
関

東
の
中
心
都
市
と
し
て
、
持
続
的
に

発
展
を
続
け
て
い
く
た
め
の
重
要
な

事
業
で
あ
り
、
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く

り
を
リ
ー
ド
す
る
新
た
な
都
市
拠
点

づ
く
り
に
向
け
て
、
そ
の
事
業
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
、
有
識

者
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
懇
談
会
か
ら
、

「
会
議
中
心
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

が
有
力
と
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
幅

広
い
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
」と
の
提

言
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
懇
談
会
か
ら
の
提
言
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
広
域
交
流

や
賑
わ
い
創
出
を
図
る
観
点
か
ら
、

ご
要
望
の
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
に
つ
き

ま
し
て
も
、
そ
の
導
入
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
は
こ
う
し
た
検
討
を
踏
ま
え
、

ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

4 

電
力
の
安
定
供
給
や
料
金
抑
制

に
つ
い
て 

【
回
答
】

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

を
契
機
に
、
私
た
ち
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
電
気
料

金
値
上
げ
に
よ
る
中
小
企
業
者
へ
の

負
担
及
び
、
市
内
産
業
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
制
度
融

資
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
導
入
を
行
う
企
業
を
対

象
と
し
た「
環
境
保
全
対
策
資
金
」を

有
す
る
ほ
か
、
平
成
23
年
８
月
に
は
、

電
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
等
の
節
電
機
器
の
導
入
を
行
う
企

業
を
対
象
と
し
た「
節
電
対
策
特
別

資
金
」を
創
設
し
、
よ
り
有
利
な
融

資
条
件
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
中
小

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
関
す
る

取
組
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
中
小
企
業
者
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
、
国
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
関
す
る
動
向
な
ど
を
見
極
め

て
は
、
原
発
事
故
以
降
、
栃
木
県
が

農
畜
産
物
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

を
計
画
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市

場
出
荷
さ
れ
る
農
畜
産
物
等
の
安
全

性
を
確
認
し
、
そ
の
検
査
結
果
を
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成
23

年
12
月
か
ら
、
県
の
河
内
農
業
振
興

事
務
所
に
設
置
さ
れ
た
検
査
機
器
を

活
用
し
、
市
内
農
産
物
直
売
所
等
で

販
売
す
る
農
産
物
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
築
地

市
場（
東
京
）や
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー

に
お
け
る
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
よ
り
、
首
都
圏
に
対
し
て
も
積
極

的
に
食
の
安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
24
年
３
月
か
ら
は

栃
木
県
と
連
携
し
、
市
内
で
生
産
さ

れ
る
食
品
及
び
流
通
す
る
食
品
等
の

放
射
性
物
質
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
迅
速
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
効
果
的
・
効
率
的
な

検
査
を
行
う
と
と
も
に
、
検
査
結
果

等
の
迅
速
な
周
知
や
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、

風
評
被
害
の
払
拭
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

「
産
業
人
材
育
成
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
位
置
づ
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
向

け
、
昨
年
６
月
に
設
置
し
た
市
内

企
業
や
支
援
機
関
・
団
体
、
行
政

の
１
８
機
関
か
ら
構
成
す
る「
う
つ

の
み
や
産
業
振
興
協
議
会
」の
中
で
、

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
宇
都
宮

商
工
会
議
所
等
の
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
早
期
に
取
り

組
む
べ
き
人
材
育
成
支
援
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

6 

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
終
了

に
伴
う
制
度
融
資
の
充
実
等
に

つ
い
て 

【
回
答
】

　

金
融
円
滑
化
法
終
了
に
伴

う
中
小
企
業
へ
の
影
響
に
つ

き
ま
し
て
は
、
未
知
数
で
あ

り
ま
す
が
、
企
業
の
資
金
繰

り
悪
化
や
倒
産
件
数
の
増
加

も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
金
融
円
滑
化
法

に
あ
わ
せ
て
の
制
度
融
資
の

融
資
期
間
延
長
の
ほ
か
、
中

小
企
業
の
資
金
需
要
に
応
え

る
た
め
、
制
度
融
資
全
体
の

融
資
枠
の
拡
大
等
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

刑部宇都宮市経済部長（左）から
回答書を受け取る倉持専務理事
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う
つ
の
み
や
産
学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム
の

加
盟
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム

　

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム
は
、
店

舗
ご
と
に
共
通
駐
車
券
を
ご
購
入

い
た
だ
き
、
お
買
い
物
や
ご
飲
食

な
ど
を
さ
れ
た
お
客
様
に
券
を
お

渡
し
し
て
、
お
客
様
の
駐
車
料
金

に
ご
利
用
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
で

す
。　

　

共
通
駐
車
券
の
種
類
は
1
0
0

円
券
と
1
5
0
円
券
で
、
一
冊（
20

枚
つ
づ
り
）か
ら
の
販
売
と
な
り
ま

す
。

　

中
心
部
で
の
お
買
い
物
な
ど
に

便
利
な
シ
ス
テ
ム
加
盟
駐
車
場
で
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
加
盟
駐
車
場
も
あ
わ
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

加
盟
店
舗
お
よ
び
加
盟
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.u

-c
c

i.o
r.jp

/
kassei/index.htm

l

宇
都
宮
市
中
心
商
店
街
連
合
会

（
地
域
振
興
部
内
）

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

システム加盟駐車場

店 舗

料金システムの流れ

車
を
停
め
る

駐
車
券
を

使
う

駐
車
券
を

渡
す

お
買
物

お客様

ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業
所

（
約
6
5
0
0
事
業
所
）を
は
じ
め
、

全
国
主
要
商
工
会
議
所
な
ど
関
係

団
体
に
約
8
0
0
0
部
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案

内
、
歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営

者
に
役
立
つ
情
報
を
満
載
し
て
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成

さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

し
て
発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
は
、
本
誌

と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安

価
に
発
送（
A
4
サ
イ
ズ〈
1
枚
〉

7
万
8
7
5
0
円
〜
）
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を

掲
載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

定
型
の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る

「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方
で

取
材
し
、
記
事
の
よ
う
な
形
で
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
ご
紹
介
す
る

「
記
事
型
広
告
」、
発
送
用
封
筒
裏

面
広
告（
6
ヵ
月
単
位
）な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

約
6
5
0
0
事
業
所
の
経
営
者
に

直
接
お
届
け
す
る
、
会
報「
天
地
人
」。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！

宇都宮商工会議所

会員確認
の依頼

会員確認書
の発行

会員確認書
持参の上
融資申込

融資可否
決定・実行

金融機関

会員事業所

1

2

4

3

提携金融機関の
ビジネスローン商品名と会員メリット

（平成25年2月末現在）

足利銀行  ☎028-626-0526
◎「スピードライン、グッドリテール」取扱手数料が無料

鹿沼相互信用金庫  ☎028-624-2251　 
◎会員向けオリジナル商品　

烏山信用金庫  ☎028-636-6611　　　 
◎「からしんビジネスローン」金利0.25%優遇　

群馬銀行  ☎028-634-7181　　　　 
◎「ぐんぎんスモールビジネスローン」金利0.2%優遇・
　審査結果を原則翌営業日に回答

商工中金  ☎028-633-8191　　　　　 
◎「商工会議所提携ローン」金利0.1%優遇

筑波銀行  ☎028-633-1361 
◎会員向けオリジナル商品

栃木銀行  ☎028-633-1241　　　　　 
◎「とちぎんビジネスマックス」金利0.2%優遇

栃木信用金庫  ☎028-633-2111　　　 
◎「とちしん商工会員応援ローン」金利0.25%優遇

東日本銀行  ☎028-634-9131　　　 
◎会員向けオリジナル商品

三菱東京ＵＦＪ銀行  70120-250-587
◎「ビジネスローン融活力」金利0.25%優遇

　

当
所
で
は
市
内
の
10
金
融
機
関
と
提

携
し
、
会
員
向
け
の
特
別
融
資
制
度
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
融
資
制
度
の

特
徴
は
、
当
所
会
員
が
提
携
し
た
金
融

機
関
へ
提
携
商
品
の
融
資
を
申
し
込
み

実
行
さ
れ
る
場
合
、
金
利
や
手
数
料
な

ど
が
優
遇
さ
れ
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
の
た
め
の
共
通
条
件
と

提
携
金
融
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

 

お
申
し
込
み
の
た
め
の
共
通
条
件

①
当
所
の
会
員
で
会
費
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
。

②
各
種
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※ 

そ
の
他
各
金
融
機
関
に
よ
っ
て
個
別

の
お
申
し
込
み
条
件
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

 

お
申
し
込
み
方
法

①
当
所
経
営
支
援
部
に「
宇
都
宮
商
工

会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
会
員
確
認
書
」

の
発
行
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
原

則
そ
の
場
で「
会
員
確
認
書
」（
無
料
）を

発
行
し
ま
す
。

②
融
資
を
希
望
す
る
提
携
金
融
機
関
へ

必
要
書
類
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
い
た

上
で
、「
会
員
確
認
書
」を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

③
金
融
機
関
で
審
査
の
上
、
融
資
実
行

の
可
否
が
決
定
し
ま
す
。

　

 

注
意
事
項（
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
）

①「
会
員
確
認
書
」と
は
、
本
制
度
の
利

用
を
希
望
す
る
方
が
、
当
所
会
員
で
あ

る
こ
と
お
よ
び
会
費
の
未
納
が
な
い
こ

と
を
金
融
機
関
へ
お
知
ら
せ
す
る
も
の

で
す
。
※「
会
員
確
認
書
」は
融
資
申
込

金
融
機
関
毎
に
必
要
と
な
り
ま
す（「
会

員
確
認
書
」の
有
効
期
間
は
発
行
か
ら

１
カ
月
以
内
で
す
）。

②
お
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
別
途
必
要

と
な
る
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
各
金
融
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
制
度
は
融
資
の
実
現
を
お
約
束

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
金
融
機

関
の
審
査
に
よ
っ
て
は
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
（
会
員
向
け
特
別
融
資
制
度
）

12

3

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公
的
機
関

で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務
上

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対

象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0- 

4
1
1
0

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行なっており、その過程で再
　生支援協議会を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト



商工会議所共済制度
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■産学交流カフェ
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 産学連携に関すること
相談員	 宇都宮大学准教授、コーディネーター等	　
問合せ	 地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　 派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 3月12日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） 
　一日知財窓口（毎月第3金曜日）
日　時	 3月15日、4月5日　午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部

ふれあい共済等 口座振替日

共
済
・
福
祉
制
度

　

新
商
品「
生
活
障
害
保
障
型
定

期
保
険
」が
当
所
福
祉
制
度
に
追

加
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
商
品
は
、個

人
・
法
人
の
方
と
も
に
ご
活
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

法
人
の
方
で
あ
れ
ば
、在
任
中

の
就
業
不
能
保
障
や
死
亡
保
障
と

し
て
、勇
退
時
は
解
約
時
の
払
い

も
ど
し
金
を
利
用
し
た
退
職
慰
労

金
と
し
て
も
ご
活
用
い
た
だ
け
る

プ
ラ
ン
で
す
。

　

下
表
に
基
本
共
済
で
あ
る「
ふ

れ
あ
い
共
済
」、「
特
定
退
職
金
共

済
制
度
」と
と
も
に
新
商
品
で
あ
る

「
生
活
障
害
保
障
型
定
期
保
険
」

の
簡
単
な
特
徴
を
記
載
し
て
い
ま

の
で
、ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

２
月
か
ら
福
祉
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た
！

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
6
3
7-

7
6
7
0

専 門 相 談

 無料の専門相談です。
各分野の専門家が、

あなたの相談に応じます。

会場   法律・発明相談 ・ 一日知財窓口は
　　　　   宇都宮商工会議所  ☎637-3131

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工

業
者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、

講
習
会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な

ど
を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

貸
会
議
室
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

約
70
人
収
用（
教
室
型
）で
、
使

い
が
っ
て
の
よ
い
貸
会
議
室
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。総

務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

貸
会
議
室

約７０人収容（教室型）の貸会議室

収容人数

申込方法

駐車場

約70人（教室型）

貸会議室の概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机等を移動させた場合は、現状復帰とする

・予約については、３カ月以内とさせていただきます。
・会議室の空き状況を電話でご確認の上、お申し込みください。
・申込書は、ご連絡いただければＦＡＸまたは郵送させていただきます。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/cci08.html）から
  ダウンロードもできます
〈お申し込み先：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

貸会議室の使用時間・料金

使用時間区分 9:00～17:00

10,500円

15,750円

9:00～12:00

5,250円

8,400円

13:00～17:00

5,775円

9,450円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客様がご
利用されますので、駐車出来ない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。

■このご案内は各制度/保険商品の特長を記載しています。ご検討の際には、保険商品の引受保険会社であるアクサ生命が交付する「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報・その他重  要なお知らせ）」、「ご
契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

■保険料の経理処理は平成24年9月現在の税制にもとづいております。今後税制が変更される可能性もありますのでご留意ください。また、個別の取扱いなどについては、所轄の税務署などにご確認ください。
■特定退職金共済制度の引受保険会社および引受割合など詳しくは商品パンフレットをご覧ください。

●毎月、定額の掛金を支払うことで、将来支払う退職金を計画的に準備できます。
●法律で定められた退職金支払いのための保全措置が講じられます。（賃金の支払いの確保等に関する法律  昭和51年法律第34号）
●法人が従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。（法人税法施行令　第135条）

従業員の退職金準備にご活用いただけます。

●病気・災害による死亡から事故による入院まで、業務上・業務外を問わず２４時間保障されます。
●医師による診査は不要です。（告知のみでお申込みいただけます。）
●法人が役員・従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。（法人税基本通達9-3-5）

役員および従業員の福利厚生制度にご活用いただけます。

●もし働けなくなっても、「大切な人を守りたい」あなたのための保険です。
●所定の「就業不能状態」に該当された場合に保障します。

所定の理由で働けなくなったときに、あなたとご家族をしっかりサポートします。

●経営者の「万一の事態」と「就業不能」に備えながら、「勇退後のための資金」も築くことができるプランです。
●就業不能に備える資金、事業保障資金、死亡退職金・弔慰金、解約時の払いもどし金を利用した役員退職慰労金の
   準備にご活用いただけます。
●法人でご契約される場合、保険料の全額または一部を損金算入できます。
　（契約年齢や保険期間によって、損金としてお取扱いできる割合が異なります。）

「法人税基本通達935」、および「平成20年2月28日付課法23課審518」　
※現行の通達などには生活障害保障型定期保険に関する規定はありませんので、現行の定期保険および長期平準定期保険の規定に準拠しています。

経営者・役員の退職慰労金・弔慰金準備にご活用いただけます。

Form No.0T0579（12.0) AXA-A1-1301-0059/9F7　2013.02.01

アクサの
「企業経営」
サポートシリーズ
就業不能保障プラン

※法人契約の場合

[生活障害保障型定期保険]

就業不能保障プラン
※個人契約の場合

[生活障害保障型定期保険]

ふれあい共済
［福祉団体定期保険]

+
［商工会議所自家給付制度］

特定退職金共済制度
[新企業年金保険]

（                                                                                                           　　　　　　　　）

3月のふれあい共済等振替日は、 3月22日（金）となっていますので、
ご準備いただきますようよろしくお願いします。 総務部 ☎637-3131問合せ／



会員情報局

6,500

6,475
3028-627-9182
info@caseeca.com     www.caseeca.com

栃木県宇都宮市馬場通り1-1-1シティタワー宇都宮1F

カシカ株式会社
35.52

◎栃木県立博物館 ☎634-1311�
テーマ展「おじいさんやおばあさんの子どものころの暮らし」
3月31日（日）まで

「栃木の手仕事－木のめぐみ」3月31日（日）まで
「近世下野の河川と舟運」       3月31日（日）まで
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎643-0100
企画展「ミニマル ポストミニマル －1970年代以降の絵画と彫刻－」
4月7日（日）まで

「ミニマリズム」といわれる時代を起点に、その後の絵画と彫刻の展
開を、80年代、90年代、2000年代にスタートする作家、作品と
対比しながら、抽象表現の成果を問う。（同館ＨＰより）
一般＝700円／大高生＝500円／小中生＝300円

◎栃木県立美術館 ☎621-3566
開館40周年記念企画（4）「アジアをつなぐ－境界を生きる女たち1984～2012」
3月24日（日）まで
アジアの女性アーティストに焦点を絞った日本初の大規模な展覧
会。日本を含めた16ヵ国・地域48人による、約110件の作品
を5章に分けて紹介。（同館ＨＰより）
一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料

1617 March  2013

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 カシカ株式会社（旧 ㈲レザール広告事務所）

☎627-9182 
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

　
総
務
部
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1
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6
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8
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9
4

商工会議所入口でＰＲ

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒 320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

　

副
題
に「
日
本
を
食
い
つ
ぶ
す
妖

怪
」と
あ
り
ま
す
。
法
律
す
れ
す
れ
ま

で
社
員
を
酷
使
す
る
〈
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
〉の
存
在
は
社
会
問
題
に
も
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
系
統
的
に
分
析
し
、

そ
の
問
題
点
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
指
摘
し
た
書
籍
は
、
あ
ま
り
無
い
よ

う
で
す
。
著
者
は
学
生
時
代
か
ら
労

働
問
題
に
取
り
組
み
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も

立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
を
実
際
に
手
が
け
て
い
る
人

だ
け
に
、
説
得
力
の
あ
る
事
例
が
数

多
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、単

な
る
雇
用
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
社

員
を
使
い
潰
す
」こ
と
が
、
日
本
経
済

全
体
に
い
か
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か

に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。
利

益
至
上
主
義
の
企
業
体
質
が
行
き
過

ぎ
る
と
ど
う
な
る
か
、本
書
は
警
告
し

て
い
ま
す
。

『
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
』

今
野
晴
貴［
著
］

文
春
新
書

7
7
0
円
＋
税

A
〜
G
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。

〈
ヒ
ン
ト
〉 

こ
の
中
に
も
意
外
に
有
能
な
人
材
が
い
る
こ
と
も
…
…

1.
2.
3.
4.
5.
6.
9.

11.
14.
15.
19.
20.
21.
23.

1.
5.
7.
8.

10.
12.
13.
16.
17.
18.
20.
22.
23.
24.
25.

成長するとスギナと呼ばれる春の野草
スリリングな試合展開に一喜○○○○
△△会社の決算報告で脱税○○○がかかったみたい
春のセンバツ、県の代表は？

「お腹の調子イマイチなので朝食は○○にして」などと
「その報告書、予備に手元用の○○○○を残しておいてください
犯人が人質をとって○○○○○している

「それ以上の悪あがきは恥の○○○○になるぞ」などと
彼は誰からも○○○○おかれる有能な人材だ
酸性かアルカリ性か○○○○試験紙を使って調べる
北極海の氷が溶け、○○○を続けている
卸売から品物を仕入れて商売する○○○業
あの男どうにも得体の知れない○○○臭い人物だ
順調に業績を伸ばしてきたが、ここにきて○○にぶつかった

申告もれがあったので、後から○○○○○金を払うはめに
サラリーマンは月々の給料が生活の○○に
よく言います、「人の○○に戸は立てられない」
○○○指されないように、日頃の言動に注意を払う
この時期、卒業生以外の生徒対象の儀式

「彼、この頃少しヘン。何を聞いても○○の空みたいなの」
「さくら市」はここと喜連川が合併して誕生したんだっけ
事前通告なしの○○打ち検査が行われた
現状ではまだまだ困難な地震○○
サツキとメイが活躍するアニメ映画「○○○のトトロ」
江戸時代の頃、外国人を指して「○○○○碧眼の南蛮人」などと
○○を持して代打の切り札がバッターボックスへ
TV番組などで初めに入る広告を言う「○○キャッチャー」
よく言います。「○○の根分けても優秀な人材を発掘してこい」
栃木のイチゴの次代の主力○○○○○○

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

ジ
ユ
ウ
ボ
ウ
エ
キ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
3
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「 聖なる」僕
の
マ
イ
ブ
ー
ム
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
に「
聖
な
る
」を
く
っ
つ
け
ま
す
。

た
と
え
ば

顔
を
水
道
水
で
洗
う
時
に

「
聖
な
る
水
」
と
口
に
す
る
。

す
る
と
不
思
議
と

聖
水
だ
と
脳
が
勘
違
い
す
る
。

他
に
も
聖
な
る
食
べ
物

聖
な
る
家
族

聖
な
る
自
分

こ
の
よ
う
に
く
っ
つ
け
て
い
く
だ
け
で

有
難
さ
が
急
激
に
感
じ
ら
れ
、

毎
日
が
さ
ら
に
輝
い
て
き
た
の
で
す
。

お
勧
め
で
す
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　

１
９
７
５
年
熊
本
生
ま
れ
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天

地
人
」
の
題
字
な
ど
を
揮
毫
。
日
テ
㆑
「
世
界
一
受

け
た
い
授
業
」
な
ど
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
出
演
。
著
書

に
作
品
集
『
た
の
し
か
』『
書
愉
道
』『
ひ
ら
く
言
葉
』

『
し
ょ
ぼ
ん
』、
新
刊
に
『
書
の
道
を
行
こ
う
〜
夢
を

か
な
え
る
双
雲
哲
学
〜
』『
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
ば
か
り
注

文
す
る
な
』
な
ど
が
あ
る
。

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ・そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

業種 土木建築 取締役社長  佐々 嘉孝さん

〈所在地〉
宇都宮市田下町８７３

4611-1560   6611-1570    

㈲仙都工業

　

仙
台
出
身
の
社
長
が
、
お
客
さ
ま
を

第
一 

に
考
え
、
親
切
丁
寧
な
対
応
で
、 一

般
舗
装
工
事
か
ら 

一 

般
土
木
工
事
・
住

宅
外
構
工
事
ま
で
手
が
け
て
お
り
、
三

次
投
影
図
面
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
時
に
は
、
南
三
陸

町
泊
浜
や
多
賀
城
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
、
現
在
で
も
山
元
町
山
下
付

近
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

絵
に
す
れ
ば
餅
も
鮪
も
同
じ
こ
と

原
稿
紙
前
に
一
日
二
日
経
ち

女
子
寮
の
窓
一
斉
に
灯
が
点
る

人
災
も
天
災
と
し
て
復
興
費

自
分
史
へ
誇
張
し
て
み
る
非
行
歴

口
ば
か
り
達
者
に
姑は

は

の
着
ぶ
く
れ
る

着
古
し
へ
母
の
針
持
つ
日
が
続
き

姑し
ゅ
う
と
めの
皺
忙
し
き
孫
の
数

盆
梅
へ
茶
の
間
一
足
早
い
春

芸
人
の
数
視
聴
者
を
上
回
る

福
士
美
枝
子

毛
塚　

ヒ
ロ

宮
岡　

正
紀

星　
　

政
造

福
田　
　

弘

平
田
と
み
子

髙
田　

武
子

柏
村
久
美
子

笹
沼　

秀
臣

渡
辺　

一
雄

（
も
ん
じ
焼
い
ず
み
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
自
営
業
）

（
無
職
）

第
186
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
食
べ
て
か
ら
知
る
本
当
の
味
。

〈
評
〉
鉛
筆
舐
め
た
文
字
の
数
々
。

〈
評
〉
ま
だ
ま
だ
遠
い
焼
芋
の
声
。
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三
月
十
日（
日
）　

加
茂
神
社
の
梵
天
祭
り（
高
根
沢
町
）

　
高
根
沢
町
桑
窪
の
加
茂
神
社
で
、
五
穀
豊

穣
を
祈
願
し
梵
天
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
こ
の

神
社
は
那
須
烏
山
市
月
次
に
あ
る
加
茂
神
社

の
分
霊
を
雷
神
と
し
て
祀
っ
て
あ
る
た
め
、
雨

を
呼
ぶ
神
様
と
し
て
信
仰
が
厚
い
。
祭
り
当

日
は
、
桑
窪
四
集
落
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
梵
天
が

出
発
。
ぐ
し
餅
俵
や
一
升
瓶
の
酒
を
担
い
だ
一

行
も
加
わ
り
、
加
茂
神
社
に
向
か
っ
て
賑
や
か

な
行
列
が
沿
道
を
練
り
歩
く
。
勇
壮
な
突
き

込
み
は
圧
巻
。
拝
殿
と
本
殿
を
仕
切
る
戸
板

が
壊
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
。

三
月
二
十
日（
水
・
春
分
の
日
）　

正
浄
寺
の
雅
楽
奉
納（
大
田
原
市
佐
久
山
）

　
奥
州
街
道
の
宿
場
町
佐
久
山
に
あ
る
正
浄

寺
で
春
秋
の
彼
岸
な
ど
に
奉
納
さ
れ
る
雅
楽
。

江
戸
時
代
末
期
ご
ろ
か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
、

彼
岸
の
中
日
に
古
式
豊
に
行
わ
れ
る
。
栃
木

県
無
形
民
俗
文
化
財

三
月
三
十
一
日（
日
）　

岩
崎
観
音
大
祭（
日
光
市
今
市
）

　
子
授
け
、
安
産
の
仏
様
と
し
て
信
仰
さ
れ

る
岩
崎
観
世
音
の
大
祭
。
別
名「
鶴
の
子
観
世

音
」と
呼
ば
れ
る
。
子
ど
も
を
授
か
り
た
い
夫

婦
が
観
音
様
か
ら
卵
を
一
つ
も
ら
い
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
ら
翌
年
二
つ
に
し
て
返
す
行

事
。毎
年
三
月
の
最
終
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
。

三
月
十
七
日（
日
）～
二
十
三
日（
土
）　

岩
船
山
高
勝
寺
大
縁
日（
岩
舟
町
）

　
日
本
三
大
地
蔵
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る

高
勝
寺
の
お
彼
岸
。
関
東
の
高
野
山
と
呼
ば

れ
、
多
く
の
参
拝
客
で
賑
わ
う
。
境
内
か
ら

は
関
東
平
野
を
一
望
で
き
る
。

宇都宮伝統文化連絡協議会長  柏村  祐司

　

宇
都
宮
女
子
高
校
の
正
門
前
の
道
を
南

へ
行
く
と
変
則
十
字
路
が
あ
り
、
そ
の
付

近
を
六
道
と
い
う
。
六
道
と
は
仏
教
用
語

で
、
生
前
の
行
為
の
善
悪
に
よ
っ
て
死
後
に

行
き
先
が
決
ま
る
六
つ
の
世
界
を
い
い
、
こ

の
死
後
の
行
き
先
を
決
め
る
の
が
閻
魔
王

で
あ
る
。
変
則
十
字
路
の
角
に
閻
魔
王
を

祭
る
お
堂
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
六
道
の
名

が
つい
た
。

　

こ
の
閻
魔
堂
の
反
対
の
角
に「
戊
辰
之

役
戦
士
墓
」と
刻
ん
だ
碑
が
あ
る
。
こ
の

六
道
付
近
は
、
戊
辰
戦
争
の
激
戦
地
で

あ
っ
た
。
慶
応
四
年
四
月
二
十
三
日（
新
暦

五
月
十
五
日
）、
宇
都
宮
城
の
争
奪
を
め

ぐ
り
大
鳥
圭
介
率
い
る
旧
幕
府
軍
と
大
山

弥
助（
巌
）と
野
津
七
次（
道
貫
）率
い
る
薩

摩
・
大
垣
藩
の
連
合
軍
を
主
力
と
す
る
新

政
府
軍
と
の
間
で
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
沢
山
の
戦
死
者

が
出
た
が
、
新
政
府
軍
の
戦
死
者
は
近
く

の
報
恩
寺
や
光
琳
寺
の
官か

ん
し
ゅ
う
ふ
ん
ぼ

修
墳
墓
に
手
厚

く
葬
ら
れ
た
。
一
方
、
賊
軍
と
さ
れ
た
旧

幕
府
軍
の
戦
死
者
は
、
地
元
住
民
に
よ
っ

て
密
か
に
埋
葬
さ
れ
満
足
な
供
養
も
な
さ

れ
ず
、
後
に
な
っ
て「
戊
辰
之
役
戦
士
墓
」

の
墓
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
墓
碑
建
立
の
い
き
さ
つ
は
こ
う
で
あ

る
。
戊
辰
の
戦
い
は
、
そ
の
後
会
津
へ
と

進
展
し
て
い
っ
た
。
九
月
上
旬
、
長
岡
の

戦
い
に
敗
れ
、
越
後
高
田
か
ら
転
進
し
て

き
た
山や

ま
も
と
　
た
て
わ
き

本
帯
刀
率
い
る
長
岡
藩
兵
は
、
会

津
若
松
郊
外
飯
寺
で
、
戸
田
三
男
率
い
る

宇
都
宮
藩
兵
を
友
軍
と
間
違
え
捕
え
ら

れ
た
。
濃
霧
で
見
誤
っ
た
の
で
あ
る
。
知

ら
せ
を
受
け
た
新
政
府
軍
の
軍
監
中
村
半

次
郎（
薩
摩
藩
士
）は
、
山
本
に
降
伏
を

勧
告
し
た
が
、
山
本
は
毅
然
と
し
て
拒
否
、

翌
日
、
山
本
以
下
長
岡
藩
士
十
四
名
は

斬
首
さ
れ
た
。
直
前
山
本
は
自
ら
が
所
持

し
て
い
た
愛
刀
と
軍
用
金
二
百
両
を
戸
田

三
男
に
相
当
の
費
用
に
充
て
て
ほ
し
い
と

託
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

戊
辰
戦
争
後
、
戸
田
三
男
は
金
二
百
両

を
基
金
と
し
、
山
本
以
下
長
岡
藩
士
の

慰
霊
供
養
の
た
め
墓
碑
を
建
て
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
こ
と
は
そ
う
簡
単
に
は
行
か

な
か
っ
た
。
戦
争
の
傷
跡
が
ま
だ
癒
え
ぬ

時
期
、
賊
軍
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
旧
幕

府
軍
戦
死
者
を
供
養
す
る
な
ど
、
ま
し
て

や
新
政
府
軍
に
所
属
し
た
者
が
建
立
す
る

な
ど
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
風
潮
が
改
ま
る
に
は
時

間
が
か
か
っ
た
。
よ
う
や
く
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）六
月
、
激
戦
地
で
あ
っ
た
六
道

の
辻
を
墓
碑
建
立
の
適
地
と
し
て
選
び
、

墓
碑
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
墓
碑
に
は

官
修
墳
墓
に
あ
る
よ
う
な
戦
死
者
の
名
は

な
く「
戊
辰
之
役
戦
士
墓
」と
だ
け
あ
る
。

賊
軍
で
あ
っ
た
彼
ら
の
名
を
記
す
の
が
は
ば

か
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
墓
碑
裏
面
に
は

戸
田
三
男
等
七
名
の
旧
宇
都
宮
藩
士
の
名

前
と
と
も
に
地
元
民
七
名
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
墓
碑
建
立
に
は
、
戸
田
三
男

等
旧
宇
都
宮
藩
士
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、

地
元
民
た
ち
も
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。　

　

戸
田
三
男
た
ち
に
と
っ
て
は
慰
霊
を
よ

う
や
く
果
た
し
た
安
堵
の
思
い
が
あ
っ
た
ろ

う
が
、
地
元
民
た
ち
は
ま
た
異
な
っ
た
思

い
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
日
本
人
に
は
、

若
く
し
て
非
業
の
死
を
遂
げ
た
霊
は
祟
る

と
す
る
御
霊
信
仰
が
あ
り
、
祟
り
を
防
ぐ

た
め
に
神
と
し
て
祭
る
風
習
が
あ
る
。
地

元
民
は
旧
幕
府
軍
戦
死
者
の
霊
を「
賊
神

様
」と
呼
ん
で
い
た
の
は
そ
の
表
れ
で
は
な

か
っ
た
ろ
う
か
。
満
足
な
弔
い
も
さ
れ
ず

埋
葬
さ
れ
た
旧
幕
府
軍
戦
死
者
の
霊
の
鎮

魂
、
地
元
民
の
墓
碑
建
立
に
は
そ
う
し
た

思
い
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

墓
碑
に
今
な
お
誰
が
手
向
け
る
の
か
献

花
と
線
香
が
絶
え
な
い
。
宇
都
宮
市
民
の

暖
か
な
心
を
見
る
の
で
あ
る
。

第7回

六道の閻魔堂

六道口に祭られる戊辰之役戦士墓

敗者への思い慰霊と鎮魂　
六道の「戊辰之役戦士墓」　

(写真提供：柏村祐司 『栃木の祭り』より)



宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

☎
6
3
5-

0
0
2
1

問合せ

3月
March

　

こ
の
ほ
か
に
も
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
・
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
25
年
2
月
28
日
現
在
）

　

　
　

2013

3月

MITOUTSUNOMIYAMAEBASHI

MITO

キタ
カンだより

MAEBASHI

2021 March  2013

◎
3
月
22
日（
金
）

 　
「
歌
お
う
愉
快
だ
！
歌
声
カ
フ
ェ
」

　

 

（
自
主
事
業
）    

●
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
か
ら

　

毎
月
第
４
水
曜
日
に
生
中
継

◎
3
月
25
日（
月
）

 　
「
愉
快
の
日  

協
賛
事
業
」

　

 

（
自
主
事
業
）    

●
消
費
者
還
元
セ
ー
ル

 （
１
・
２
階
店
舗
協
力
）

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

☎
6
6
6-

8
9
3
8

午
前
11
時
〜
午
後
10
時

☎
6
6
6-

8
7
8
5

●
2
階
プ
チ
プ
レ
リ

●
1
階
＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ

　

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の

み
や
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ

る
案
内
所
を
、
毎
週
日
曜
日
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
３
月
17
日
・

24
日
・
31
日

　

2
階
プ
チ
プ
レ
リ
の
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
が
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
な
か
案
内
所

お
知
ら
せ

　
「
日
本
の
さ
く
ら
の
名
所
百
選
」（（
財
）日

本
さ
く
ら
の
会
）に
も
選
ば
れ
る
赤
城
南
面
千

本
桜
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
前
橋
市

を
代
表
す
る
桜
の
名
所
で
す
。
市
道
沿
い
約

２
ｋ
ｍ
に
わ
た
り
約
1
0
0
0
本
の
桜
が
咲

き
誇
り
ま
す
。
市
道
の
両
側
に
植
栽
さ
れ
た

桜
は
、
満
開
時
に
は
お
も
わ
ず
息
を
呑
む
ほ

ど
壮
大
で
見
事
な
桜
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
標
高
が
４
３
０
ｍ
～
５
５
０
ｍ

と
高
低
差
が
あ
り
順
次
開
花
す
る
た
め
、
長

く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

本
年
は
4
月
6
日（
土
）か
ら
21
日（
日
）ま

で「
千
本
桜
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。
期
間

中
は
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、
幻
想

的
な
夜
桜
も
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
！

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

平
成
23
年
３
月
に
北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し（
約
１
５
０
ｋｍ
）、
栃
木
、
茨
城
、

群
馬
の
３
県
が
結
ば
れ
ま
し
た
。一
般
道
利
用
に
比
べ
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

宇
都
宮
市
か
ら
水
戸
市
、
前
橋
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
約
１
時
間
30
分
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を

の
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

赤城南面 千本桜

弘道館
茨城県水戸市三の丸1-6-29

☎029-231-4725

http://www.koen.pref.

ibaraki.jp/park/

kodokan01.html

◎
3
月
23
日（
土
）

 　
「
オ
リ
オ
ン
バ
ザ
ー
ル
」

　

 

（
地
元
商
店
街
連
携
事
業
）    

 　

　

水
戸
藩
の
藩
校
と
し
て
、
第
９
代
藩
主
・
徳

川
斉
昭
公
に
よ
り
、
天
保
12（
１
８
４
１
）年
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
藩
士
に
文
武
両
道
の
修
練
を
つ

ま
せ
よ
う
と
、
武
芸
一
般
は
も
と
よ
り
、
医
学
・

薬
学
・
天
文
学
・
蘭
学
な
ど
幅
広
い
学
問
を
と
り

入
れ
て
お
り
、
当
時
の
藩
校
と
し
て
は
国
内
最

大
規
模
の
も
の
で
し
た
。
第
15
代
の
将
軍
と
な
っ

た
徳
川
慶
喜
公
も
、
父
で
あ
る
斉
昭
公
の
教
育

方
針
で
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
弘
道
館
に
お
い
て

英
才
教
育
を
受
け
ま
し
た
。

　

正
庁
・
至
善
堂
・
正
門
の
３
カ
所
は
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
弘
道
館
公
園

に
は
約
60
品
種
８
０
０
本
の
梅
が
あ
り
、
白
壁
に

映
え
る
梅
の
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
館
内

に
は
入
れ
ま
せ
ん
が
、
庭
園
か
ら
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
部
分
公
開
の
た
め
、
無
料
と

な
り
ま
す
。　
　
（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

弘道館

赤城南面
千本桜

群馬県前橋市
苗ケ島町2511-2 

http://www.maebashi-

cvb.com/event/

e_senbonsakura.htm

●
１
階
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

一、私達は、
常に奉仕の心を忘れない

一、私達は、
時間と物を無駄にしない

一、私達は、
いつでも創意と工夫に努める

進化する快適空間を
創造するパイオニアと

なるために

理　念

信　条

16回第
株式会社
大高商事

宇都宮大学との共同研究の成果のひとつ、
鮮度維持機「いきいきくん」

本社社屋

和
40
年
に
設
立
さ
れ
た
㈱

大
高
商
事
は
、
現
在
で
は

従
業
員
１
５
０
０
人
、
営
業
エ
リ
ア

も
県
内
だ
け
で
な
く
東
北
や
東
京

に
も
広
が
って
い
ま
す
。

　

高
橋
社
長
は
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
で
ス
タ
ー
ト
し
た
私
ど
も
は
、

現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
手

が
け
て
い
ま
す
が
、
基
本
は
こ
の
理

念
、
信
条
で
す
。『
進
化
す
る
快

適
空
間
を
創
造
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
』

た
ら
ん
こ
と
を
、
常
に
意
識
し
て
い

ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
本
業
の
総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
を
中
心
に
、
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
か
ら
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
へ
と
、幅
広
い
視
野
か
ら
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
、
効
果
的
な
ビ

ル
管
理
を
提
案
し
て
い
ま
す
」
と

話
す
高
橋
社
長
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
だ

け
で
は
な
く
、
ビ
ル
の
居
住
環
境

全
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企
業
に
進

化
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、指
定
管
理
者
事
業
（
マ

ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
、
県
内
市

町
の
図
書
館
な
ど
）
や
学

校
・
病
院
な
ど
の
給
食
業

務
、
病
院
や
福
祉
施
設
な

ど
へ
の
Ｉ
Ｔ
関
連
支
援
事

業
へ
の
積
極
的
な
参
入
な

ど
、
社
会
全
体
の
快
適
な

生
活
環
境
創
出
へ
と
、
事

業
範
囲
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
ニュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、

大
学
と
の
連
携
・
共
同
研
究
も
以

前
か
ら
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、

そ
の
中
か
ら
野
菜
や
果
物
、
花
き

な
ど
の
保
鮮
シ
ス
テ
ム
「
快
蔵
く

ん
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
独
自
の

画
期
的
な
技
術
に
よ
り
開
発
さ
れ

た
、湿
度
制
御
低
温
保
存
庫
で
す
。

テ
レ
ビ
東
京
の
「
ト
レ
ン
ド
た
ま
ご
」

で
紹
介
さ
れ
、
栃
木
の
企
業
の
技

術
力
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
大
き
な
力
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
産
物
や
花
き
な
ど
の

鮮
度
維
持
・
カ
ビ
等
雑
菌
除
去
な

ど
の
機
能
を
持
つ
「
い
き
い
き
く
ん
」

も
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
平
成
23
年
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
大
賞

（
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
）
で
８
位
に
入
り

ま
し
た
。

　
「
現
在
は
第
三
弾
と
し
て
無
菌
シ

ス
テ
ム
（
空
気
清
浄
機
）
の
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す

高
橋
社
長
。

　
「
こ
う
し
た
商
品
開
発
に
驚
か
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
こ
れ

も
ま
た
『
快
適
な
空
間
』
の
創
造

の
一
環
で
す
。
私
ど
も
は
今
後
も
、

こ
う
し
た
新
商
品
の
開
発
と
、
創

造
的
な
企
業
活
動
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
。
常
に
『
次
の
一
手
』
を
考

え
る
企
業
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

株式会社大高商事
代表取締役　高橋和夫氏

「

常
に『
次
の
一
手
』を
考
え
る

  

企
業
活
動
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」

　
ビ
ル
総
合
管
理
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
分
野
で
、
県
内
ト
ッ
プ
企
業
の
ひ
と
つ
㈱
大
高
商
事
。
近

年
は
産
学
官
連
携
に
よ
る
商
品
開
発・
販
売
や
、
図
書
館
な
ど
の
指
定
管
理
業
務
な
ど
、
活
躍
の

場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
快
適
空
間
を
提
供
す
る
の
が
、
わ
が
社
の
仕
事
」
と
い
う
高
橋
和
夫

社
長
に
、
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

Information

株式会社 大高商事 
代表取締役  高橋  和夫
設立／昭和40年
住所／
本社： 宇都宮市宝木本町1417番地５
☎ 028- 665-1911（代）
5028- 665- 1919

http://www.daikoh.net

昭
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　今月号の特集では「これからのまちづくりと、
新しい交通システムがめざすもの」と題して、
「ＬＲＴとまちづくり」について掲載しました。
　将来的に道州制が導入された場合、都市が持
つ魅力や機能性など、さまざまな観点で、州都が設置でき
るかどうか判断することになると思います。宇都宮が州
都になれるよう、わがまち “ 宇都宮 ” のまちづくりを一緒
に考えていきましょう。

宇
都
宮
共
和
大
学
・
宇
都
宮
商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

３
級
販
売
士
養
成
講
習
会
の
受
講
者
募
集

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
栃
木
Ｓ
Ｃ
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

　

宇
都
宮
共
和
大
学
で
は
、
３
級
販
売

士
養
成
講
習
会（
当
所
共
催
）を
開
催
し

ま
す
。

　

学
生
を
対
象
に
し
た
講
習
会
で
す
が
、

一
般
の
方
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
販
売
士
の
資
格
を
取
得
し

て
、
販
売
業
務
や
店
舗
経
営
等
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

４
月
20
日（
土
）～
６
月
29
日（
土
）の
期

間
の
毎
週
土
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

全
10
回

午
後
１
時
～
４
時
10
分

【
会
場
】　

宇
都
宮
共
和
大
学　

宇
都
宮
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス

（
宇
都
宮
市
大
通
り
１-

３-

18
）

【
講
師
】　

上
野  

擴

（
日
本
販
売
士
協
会
賛
助
会
員
、
登
録

講
師
）

【
受
講
料
】　

２
万
５
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
申
込
期
間
】　

３
月
９
日（
土
）～
４
月
６
日（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
日
・
祝
を
除
く
）

【
申
込
】　

宇
都
宮
共
和
大
学（
宇
都
宮
シ
テ
ィ

キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
局
窓
口
）で
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
２
０

１
３
シ
ー
ズ
ン
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
感

動
！
」を
掲
げ
、
多
く
の
県
民
・
市
民

の
皆
さ
ま
に
か
け
が
え
の
な
い
感
動
を

届
け
る
た
め
、
ク
ラ
ブ
一
丸
と
な
っ
て

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
栃
木
県
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
チ
ー
ム

を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

【
会
場
】

栃
木
県
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

（
清
原
工
業
団
地
内
）

【
費
用
】

大
人                            

１
７
０
０
円
～

小
・
中
学
生
、
高
校
生

１
０
０
０
円
～
（
当
日
券
）

※
前
売
券
は
市
内
各
コ
ン
ビ
ニ
・
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
な
ど
で
発
売
。

◎
２
０
１
３
栃
木
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

　

試
合
日
程
・
対
戦
チ
ー
ム

●
３
月
17
日（
日
）  
午
後
４
時
～

　

ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉

●
３
月
31
日（
日
）  

午
後
１
時
～

　

ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬

●
４
月
14
日（
日
）  

午
後
１
時
～

　

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

●
４
月
21
日（
日
）  

午
後
１
時
～

　

Ｆ
Ｃ
岐
阜

【
そ
の
他
】　

本
講
習
会
出
席
率
80
％
以
上
で
、
予
備

試
験（
講
義
中
に
実
施
）に
合
格
さ
れ
た

方
は
、
販
売
士
検
定
試
験
の「
販
売
・

経
営
管
理
」科
目
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

販
売
・
接
客
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、

販
売
促
進
に
向
け
た
企
画
立
案
や

在
庫
管
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

い
た
る
ま
で
、
幅
広
く
実
践
的
な

専
門
知
識
が
身
に
つ
き
ま
す
。

　

小
売
業
・
流
通
業
を
は
じ
め
業

種
・
業
態
を
問
わ
ず
、
顧
客
満
足

を
高
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
で
き

ま
す
。

※
平
成
25
年
度
３
級
販
売
士
検
定

　

試
験

①
平
成
25
年
７
月
13
日（
土
）

②
平
成
26
年
２
月
19
日（
水
）

◎
受
験
料
４
千
円

●
５
月
３
日（
金
・
祝
）  

午
後
１
時
～

　

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山

●
５
月
12
日（
日
）  

午
後
1
時
～

　

Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

●
５
月
26
日（
日
）  

午
後
４
時
～

　

横
浜
Ｆ
Ｃ

●
6
月
8
日（
土
）  

午
後
１
時
～

　

ア
ビ
ス
パ
福
岡

●
6
月
15
日（
土
）  

午
後
6
時
～

　

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

●
6
月
29
日（
土
）  

午
後
6
時
～

　

京
都
サ
ン
ガ
F
C

●
7
月
7
日（
日
）  

午
後
6
時
～

　

カ
タ
ー
レ
富
山

●
7
月
20
日（
土
）  

午
後
6
時
～

　

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

●
7
月
27
日（
土
）  

午
後
6
時
～

　

愛
媛
Ｆ
Ｃ

   

8
月
以
降
の
日
程
に
つ
い
て
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.tochigisc.
jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問合せ

問合せ

◎
講
習
会
に
関
す
る
こ
と

宇
都
宮
共
和
大
学

☎
6
5
0-

6
6
1
1

◎
検
定
試
験
に
関
す
る
こ
と

宇
都
宮
商
工
会
議
所

総
務
部
検
定
担
当

☎
6
3
7-

3
1
3
1

㈱
栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

☎
6
0
0-

5
5
5
5
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販
売
士
検
定
と
は
…




